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昭和48年度水稲早ばつの被害解析
吉　田　富　雄・芳　賀　静　雄
（山形県農業試験場置賜分場）

1　ま　え　が　き

昭和48年度置賜地域の平均反収は574毎で，豊作

年ではあったが，局所的に早ばつ被害があり．その被

害の爪痕も大きなものであった。

2　早ばつ被害の経過

冬季の寡雪と空梅雨，夏季の早天により，水利条件

の悪い地帯を中心として局所的に，7月中旬（幼形期）

ころから断水し始め，7月下旬（穂学期）ころから深

刻な事態となり，下旬後半から白乾状態が出始めた。

8月中旬に至り更に深刻となったのが全般的な経過で，

場所によっては，稲体枯死寸前～枯死が見られるよう

になっナ二。

9月第2半句に至り，早ばつ状態はようやく解消し

たが，置賜合計の被害面積（普及所聞き取り）は11．5砧

haで，置賜地域水田面積の約52かこも及び，その

内被害程度50労以上の水田面積は約400haにもな

ろうと推定される（第1表）。
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注・南陽市の推定を含む。

5　被　害　解　析

被害解析は，4カ所について，キヨこシキを対象に

調査を行った。

1　梓の短稗化（穂の出すくみ）

元和田北などでは短梓化が見られたが，探沼，南向

では認められなかった。

2　収量構成要素

被害程度別に収量構成要素をみると（第1図）

穂数；厨安においては，被害の軽い場所ほど少ない

が，この地点は水口に近く，茎・穂数の確保し難い立

地であることを示しており，穂数に対する早ぱっの影

響はほとんどなかったと考えられる。
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第1図　収量構成要素

1穂粒数；7㌦当たり全粒数からみると早ぱっによる

1穂粒数の減少が推察される。

登熟歩合；早ばつ被害で最も大きく影響を受けてお

り，早ばつがひどい場合に，稔実歩合の低下も著しい

ものとなることが分かる。

収量；高安では立地条件に基づく構成要素との関係

もあり，必ずしも被害程度と正比例していないが，収

穫皆無に近い圃場もあった。

5　米　質

早ばつ被害の増大によって，精玄米，整粒歩合が低

下し，逆に旗日粒，死米；奇型粒が増加することが明

らかである（第2囲）。
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4　倒伏及び病害

早ばつ被害によって倒伏程度が大きかった圃場も見

受けられ，更にいもち病も若干見られたが，大きな被

害は認められなかった。

5　土壌条件と早ばつ被害の多少

これらの早ばつ被害は，土壌条件によって大きく左

右されており（第5回），深沼においては，地下水位

の高さに差が見られ，また，かんがい水の縦浸透の差

異が被害程度に影響したと考えられる。

高安においては．地下水位の高低，水の縦横におけ

る浸透性の差異が見受けられる。

また，元和田北においては，土性からみた漏水性，

地下浸透の差異が考えられる。

4　　ま　　　と　　　め

早ばつ被害は（品質・粒張り・豊熟歩合の低下）→

（稔実歩合の低下）→（1穂粒数の減少）と被害が

拡大されているが，その主因は（品質の劣化）→（粒

張り，豊熟歩合の低下）に至る要田の範囲が大部分で

あったと考察される。また，これらの早ばつ被害は．

土壌条件によって大きく左右されたことは明らかで，

被害程度は土壌のグライの位置（高低），下層の構造・

土性・土層などの差異によって違うことが認められた。
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